
 

- 1 - 

 

議案第 15 号参考資料                                        令和８年６月 25 日  
                                                      建設部都市計画課  

 

 庁舎跡地・跡施設活用検討状況等について 

 

 

１ 現在の検討状況について 

(1)ワン・テン庁舎跡施設の活用について 

  ワン・テン庁舎跡施設については，有効活用面積約 2,700 ㎡のうち，約半分を「おも
ちゃ美術館」に充てることとしておりますが，残りの半分の面積については，おもちゃ
美術館と親和性の⾼い⺠間の施設（遊びや学びの機能，カフェなど）のほか，⾼齢者を
含む多世代の方が利用できるスタジオや，地元から要望のある地域集会施設等を整備す
る方向で検討を進めています。 

(2)解体後の庁舎跡地に整備する公園について 

  庁舎解体後の敷地は，おもちゃ美術館とコンセプトを合わせた公園としますが，その
公園の整備に当たっては，引き続き子育て世代の方々から，遊具や施設の機能に対する
御意⾒を頂くとともに，アイディア公募応募者を含む地区住⺠からも御意⾒を頂きなが
ら検討を進めてまいります（３（2）イ参照）。 

(3)庁舎跡地・跡施設の管理・運営について 

  自由な発想による賑わいの創出を図るため，庁舎跡地・跡施設の管理・運営について
は，⺠間の団体による一括した指定管理が望ましいと考えております。 

昨年度から，事業スキーム等について検討を進めてまいりましたが，今年度は，庁舎
跡施設内の具体的な機能や，市・⺠間のそれぞれの役割を明確にし，令和 11 年度の庁舎
跡施設のオープンに向けて，来年度中の管理・運営団体の組成を目指し，官⺠で検討を
加速してまいります。 

 (4)内湾地区との連携とエリア全体への波及について 

   当面は，庁舎跡地・跡施設の活用の検討に注力していきますが，内湾地区を含むこの
エリア全体に効果を波及させる意図を持って検討しています。例えば，庁舎跡施設には
本格的な食事機能は設けず，カフェ機能に留めることで，内湾地区やそのアクセス界隈
へ食事や買い物を誘導するとともに，内湾地区においても，庁舎跡施設を訪れる客層を
ターゲットとした店舗づくりを促すなど，有機的な連携に向け，検討を進めています。 

 

２ 庁舎跡地活用検討事業の検討体制について 

  本市は，令和９年度の庁舎の新築移転に伴う移転後の跡地及び跡施設の利活用に関
し，令和７年 10 月 14 日，気仙沼市庁舎跡地・跡施設利活用等官⺠検討委員会（以下
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「官⺠検討委員会」といいます。）を設置し，市⺠参加のまちづくりの観点から必要な
事項について，官⺠連携で検討を進めています。 

官⺠検討委員会は，⺠間委員９名（内訳：５名が市内の事業者，４名が市内の教育・
子育て関係者）と市の関係課⻑等 20 名の合計 29 名で構成されています（名簿は最終ペ
ージのとおり）。    

今後，状況や進捗に合わせた新たな委員の参加もあり得ます。 
 

３ 公募結果等について 

 (1)総括 

  市⺠から幅広くアイディアを募るため，本年１月 27 日から２月 27 日までの期間で公
募した「気仙沼市庁舎跡地・跡施設利活用策」については，期限までに２件の応募があ
り，応募者とそれぞれ複数回面談し，聴き取りや意⾒交換の結果，2 件とも，事業案の
採択には至らず、市が取り組む事業の範囲内において，応募の趣旨に添い別な形での関
わり方について検討していただくこととなりました。 

   なお，今回の公募に際しては，事業アイディアが検討対象事業候補として選定された
場合，応募者に対し，事業参画候補者として官⺠検討委員会委員への就任をお願いする
ものとしておりましたが，上記の結果を踏まえ，新たな委員への就任要請はいたしませ
ん。 

 (2)個別の応募内容と審査結果について 

ア ワン・テン庁舎跡施設の活用アイディア 

(ア)内  容 

鉄道模型の操縦体験及び常設展示 
(イ)審査結果 

応募者との協議の結果，常設スタッフの配置が困難等の理由から常設事業ではな
く，ワン・テン庁舎跡施設内でイベントとして実施する可能性を模索することとな
り，事業候補としては採択に至りませんでした。 

イ 第二庁舎の活用アイディア 

(ア)内  容 

第⼆庁舎を市⺠活動の拠点として活用 
 (イ)審査結果 

応募者との協議の結果，事業の実現性と継続性で課題が多く，応募者にも大きな
リスクが伴う可能性があることなどから，当該応募を取り下げることになりまし
た。一方で，第⼆庁舎の解体に際し回収した部材の活用による小建物の再築と，そ
の用途に係る地元住⺠の参画による検討について要望書を提出いただく予定です。 
今後市は，要望書を踏まえ，再築の可能性について調査・研究してまいります。 
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気仙沼市庁舎跡地・跡施設利活⽤等官⺠検討委員会 名簿 
   

氏名又は役職 区分 所    属 備考 
尾   形    ⻑  治 ⺠間 株 式 会 社  丸       和 委員⻑ 
廣   野    一  誠 ⺠間 ア サ ヤ   株   式   会   社   
小  野  寺    弘  敏 ⺠間 有 限 会 社  本 吉 タ ク シ ー   
熊   谷    尚  哉 ⺠間 学 校 法 人  あ し の め 学 園   
藤   田     一  平 ⺠間 有 限 会 社  藤 田  製 凾 店   
赤   畑    綾  子 ⺠間 一般社団法人  モ  リ  ノ  ネ   

志   田    も も こ ⺠間 けせんぬま子育てコレクティブインパクトプ
ラットフォーム「コソダテノミカタ」事務局 

  

齊   藤    道  有 ⺠間 気仙沼まちなかエリアプラットフォーム   
佐   藤    佳  奈 ⺠間 有 限 会 社  石     川   
事 業 推 進 官  行政 気 仙 沼 市   
ウ ェ ル ビ ー イ ン グ 推 進 官 行政 気 仙 沼 市   
財 政 課 ⻑ 行政 気 仙 沼 市 総 務 部   
新庁舎建設・財産管理課⻑ 行政 気 仙 沼 市 総 務 部   

新庁舎建設・財産管理課新庁舎建設推進室⻑ 行政 気 仙 沼 市 総 務 部   
企 画 課 ⻑ 行政 気 仙 沼 市 企 画 部   
地 域 づ く り 推 進 課 ⻑ 行政 気 仙 沼 市 企 画 部   
市 ⺠ 課 ⻑ 行政 気 仙 沼 市 市 ⺠ ⽣ 活 部   
社 会 福 祉 課 ⻑ 行政 気 仙 沼 市 保 健 福 祉 部   
子 ど も 家 庭 課 ⻑ 行政 気 仙 沼 市 保 健 福 祉 部   
⾼ 齢 介 護 課 ⻑ 行政 気 仙 沼 市 保 健 福 祉 部   
健 康 増 進 課 ⻑ 行政 気 仙 沼 市 保 健 福 祉 部   
産 業 戦 略 課 ⻑ 行政 気 仙 沼 市 産 業 部   
観 光 課 ⻑ 行政 気 仙 沼 市 産 業 部   
農 林 課 ⻑ 行政 気 仙 沼 市 産 業 部   
⼟ ⽊ 課 ⻑ 行政 気 仙 沼 市 建 設 部   
都 市 計 画 課 ⻑ 行政 気 仙 沼 市 建 設 部 副委員⻑ 

教 育 総 務 課 ⻑ 行政 気 仙 沼 市 教 育 部   
学 校 教 育 課 ⻑ 行政 気 仙 沼 市 教 育 部   
⽣ 涯 学 習 課 ⻑ 行政 気 仙 沼 市 教 育 部   

    

事 務 局 行政 気仙沼市都市計画課  

 


